
第１回 日 吉 津 村 議 会 定 例 会 会 議 録 （第３日）

令和２年３月９日（月曜日）

議事日程（第３号）

令和２年３月９日 午前９時開議

日程第１ 議案第２号 日吉津村課制設置条例の一部を改正する条例について

日程第２ 議案第３号 日吉津村監査委員条例の一部を改正する条例について

日程第３ 議案第４号 日吉津村職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

日程第４ 議案第５号 日吉津村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について

日程第５ 議案第６号 日吉津村長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

日程第６ 議案第７号 日吉津村教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改

正する条例について

日程第７ 議案第８号 日吉津村における部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の一部を改

正する条例について

日程第８ 議案第９号 日吉津村被災者住宅再建等の支援に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第９ 議案第10号 日吉津村村営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て

日程第10 議案第11号 日吉津村非常勤職員及び臨時的任用職員の任用等に関する条例を廃止する

条例について

日程第11 議案第12号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正予算（第６回）について

日程第12 議案第13号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３回) について

日程第13 議案第14号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

回) について

日程第14 議案第15号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計補正予算（第３

回）について

日程第15 議案第16号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計予算について
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日程第16 議案第17号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計予算につ

いて

日程第17 議案第18号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計予算について

日程第18 議案第19号 令和２年度日吉津村下水道事業会計予算について

日程第19 議案第20号 南部箕蚊屋広域連合規約の変更に関する協議について

本日の会議に付した事件

日程第１ 議案第２号 日吉津村課制設置条例の一部を改正する条例について

日程第２ 議案第３号 日吉津村監査委員条例の一部を改正する条例について

日程第３ 議案第４号 日吉津村職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

日程第４ 議案第５号 日吉津村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について

日程第５ 議案第６号 日吉津村長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

日程第６ 議案第７号 日吉津村教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改

正する条例について

日程第７ 議案第８号 日吉津村における部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の一部を改

正する条例について

日程第８ 議案第９号 日吉津村被災者住宅再建等の支援に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第９ 議案第10号 日吉津村村営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て

日程第10 議案第11号 日吉津村非常勤職員及び臨時的任用職員の任用等に関する条例を廃止する

条例について

日程第11 議案第12号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正予算（第６回）について

日程第12 議案第13号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３回) について

日程第13 議案第14号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

回) について

日程第14 議案第15号 令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計補正予算（第３

回）について
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日程第15 議案第16号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計予算について

日程第16 議案第17号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計予算につ

いて

日程第17 議案第18号 令和２年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計予算について

日程第18 議案第19号 令和２年度日吉津村下水道事業会計予算について

日程第19 議案第20号 南部箕蚊屋広域連合規約の変更に関する協議について

出席議員（10名）

１番 長谷川 康 弘 ２番 山 路 有

３番 橋 井 満 義 ４番 三 島 尋 子

５番 松 本 二三子 ６番 河 中 博 子

７番 前 田 昇 ８番 松 田 悦 郎

９番 加 藤 修 10番 井 藤 稔

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 高 森 彰 書記 森 下 瞳

説明のため出席した者の職氏名

村長 中 田 達 彦 総務課長 高 田 直 人

住民課長 清 水 香代子 福祉保健課長 小 原 義 人

建設産業課長 益 田 英 則 教育長 井 田 博 之

教育課長 松 尾 達 志 会計管理者 西 珠 生

午前９時００分開議

○議長（井藤 稔君） 皆さんおはようございます。ただいまの出席議員数は、10名です。定足

数に達していますのでこれから本日の会議を開きます。
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本日は議案質疑であります。議事日程はお手元に配布のとおりであります。

・ ・

日程第１ 議案第２号

○議長（井藤 稔君） 日程第1 、議案第2 号日吉津村課制設置条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田であります。この度、この課制設置条例が作られて総

合政策課という新しい課が作られるわけですが、非常に大きな役割を担うのか、あるいはなかな

か人員の状況からそうもいかないのかというようなことを、勝手ながら考えております。そこで

一つ質問はまず2 点でありますが、条例の提案理由の中には就職、ＵＩＪターン、結婚支援とい

うようにありまして、このことがですね、この新しい課の中でどの業務になるのかちょっとまあ、

地方創生になるのかはっきりしませんが、いずれにしてもですね、内容的にたとえば相談員のよ

うな方とかですね、窓口を設置するということであれば、それについてかなり実戦のある方をそ

の課の中に配置するのかというようなことですね。特に就職とかも非常にむずかしいテーマでは

ないかと思うんですが、就職、ＵＩＪターン、その結婚支援、それぞれについてですね、どうい

った方向で村がこの窓口をやっていくのかということを、まず、お聞きしたいと思います。

それから2 点目は、全般的にですね、現在の協働推進室ですかね。協働推進室の仕事に総務課

から、いわゆる総務室の方の仕事が移る。それから、建設産業課の都市計画とかいったものが移

るということでありますので、概ねどれくらいの人員で臨む予定なのかということですね、大変

幅広の課になると思うんで、そのあたりが2 点目。まああのまず、その2 点をご答弁いただいた

らと思います。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。前田議員からのご質問にお答えいたしたいと思いま

す。まずあの総合政策課で、窓口につきましてどの業務の範疇の中でやるかというご質問ですけ

れども、これにつきましては、現在総合政策課の方で地方創生の業務を担うように予定をしてい

ます。その地方創生の中で、この就職、結婚、それからＵターン、こういった相談体制を作って

いきたいというふうに考えているところでございます。

併せまして窓口の内容についてでございますけれども、こちらにつきましては、まだ確定的な

ところではないですけれども、その相談できるような体制の整備ということで、人員的にもそう
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いった人の配置を予定したいと考えています。その中で、現在まだそういった準備段階、これか

ら掛かっていくようなところもありますので、そういったご相談をいただきながら相談体制を、

窓口の体制というのをしっかりと作っていくということだと思っております。これまで準備を進

めているところではございますが、実際の相談というのもお聞きをしながら充実を図っていきた

いと考えているところでございます。

具体的には商工就職の関係でいいましたら、商工会ですとかあるいはハローワークとの連携体

制をしっかりしていったり、結婚に関しても、県の方で結婚支援の事業等もありますのでそうい

った事業も活用しながら、こういった相談の体制を構築していきたいというふうに考えていると

ころでございます。

2 点目のご質問で、課の人員につきましてですけれども、こちらもちょっとまだ人員確定した

ところではございませんけれども、現在の協働推進室よりは人員を少し増強していく必要がある

というふうに考えています。以上でございます。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 村長から答弁いただいたんですけれども、いまひとつですね、正

直言ってもう少し明解に基本的な方向性を示していかないと、たとえばＵＩＪターンなら空き家

の利活用みたいなのをやるのかとかですね、あるいは東京や大阪の事務所に行って、具体的な何

かキャンペーンで誘致活動をやるのかということとか、就職についてもハローワークは米子にあ

りますので、その辺との具合でいうと、非常にそこの配置された職員はどこまでやるのかという

ようなところでは、非常に困惑するんではないかなというふうに、限られた人数でやるのには、

非常に課題が大きいんではないかなと思いますので、その辺を十分ご検討いただいたらと思いま

す。

それからもう1 点だけ、すみません。ヴィレステひえづの管理運営というのは、従来総務課で

ありましたが、これは今後どうなるんでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。ヴィレステひえづについて

は、今までどおり総務課で管理ということで、説明にもありましたように、海浜公園、農業者ト

レーニングセンターの管理と併せて、施設管理という形で総務課で持つ予定にしております。以

上です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 最期になりますが、ヴィレステひえづについては、わたしは横断

－５－



的な体制でしっかり臨むべきだというふうに思います。付け加えると、ヴィレステひえづの運営、

この間聞いておりますが、現在コロナ対策ということで中高生は立ち入りをさせないというふう

な対応になってまして、非常にわたしはこういった対応は、現場と管理する側とどちらがどうい

うふうに協議されたのかわかりませんが、非常にああいう社会教育の施設としては不適切な対応

だというふうに思ってますんで、意見になるかも知れませんけれども、ヴィレステひえづの管理

については今一度、課の設置の中で十分協議されるべきだと思いますが、その点について村長の

答弁いただいたらと思います。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。ヴィレステひえづの運営体制ということでご質問で

ございます。先ほど総務課長も申し上げましたように、基本的には所管としては総務課の方で引

き続き持つということで考えております。その中でヴィレステ、いくつかの機能がありまして、

関係課もありますので総務課であれば施設管理であったり、あるいは福祉保健課、教育委員会、

それから新しくできます総合政策課に関しても、町づくりの部門を所管するということにしてお

りますので、この関係課もしっかりヴィレステと連携をしながら、運営を図っていきたいという

ふうに考えているところでございます。

もう1 点のコロナウイルス関係で、小中高生のヴィレステに来られることにつきましては、基

本的に遠慮をいただいているというスタンスでございます。これは小中高いずれも現在休校とい

うような措置が取られているその中で、基本的には自宅ですごしていただくというようなことで

お願いしていることがございますので、それと併せまして今のような措置を取らせていただいて

いるということでございます。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑はありませんか。

松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） 5 番、松本です。これは条例改正であって、調べますと総務課

が第2 条すべて1 から24まで総務課だった分を、総合政策課ということで第3 条に分けるという

条例改正だということでいいですね。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 松本議員のご質問にお答えいたします。2 条にありました総務課を

3 条に新しく総合政策課というものを作って、2 条の方から総合政策課に行くものを削除して3

条の方に持っていっているということでありますし、6 条の建設産業課の部分についても、一部

3 条の方に持っていくということでご理解いただきたいと思います。以上です。
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○議長（井藤 稔君） 松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） はい、わかりました。でですね、一番心配なのは日吉津村も正

職さんなり人数が少ないのがわかっておりますので、そこのところでまた一つ課が増えてどうな

るんだろうというのが、議員なり今後村民さんの心配されるところではないかと思うんですけれ

ども、その辺の中身はもう先ほどこれからという村長の答弁でしたけれども、ここの段階で条例

作ってじゃあ、ゴーではなくこれから始めるのかっていうのはすごく心配な発言もあったんです

けれども、詳しくは、細かいところはまだだけれどもおおよそのことはもう準備できているとい

うことでよろしいですか。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。先ほど申し上げましたとおり、窓口に関しての問だ

と思いますけれども、窓口体制に関しましては人のことも含めてまだこれから準備を行うという

段階でございます。例えば何月に窓口を開設しますというような形でお知らせできるように、少

しそれまでのいろいろなご意見等もお聞きをしながら、連携体制も作っていきながらですね、そ

ういった準備を進めていきたいと考えています。以上ございます。

○議長（井藤 稔君） 松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） ひつこいようですけれども、これが令和2 年の4 月1 日からの

施行になるので今後ということでいいですか。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。4 月1 日からこの課が条例通ればできるということ

になりまして、そこから窓口の開設という所に関しては、もう少し時間がかかるかも知れません

けれども、準備を進めていきたいと考えています。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑ありませんか。

加藤議員。

○議員（9 番 加藤 修君） 9 番、加藤です。総合政策課で結婚という言葉が出ましたが、今

現在福祉保健課で日吉津版ネウボラ、出会い、結婚、出産、子育てがずっと評価されて事業とし

てやっておられますが、これとのすみ分けというのはどうでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。福祉保健課の方でやっている今のネウボラ事業に関

して言いますと、まずは子育てということを前提にした全体のその事業構成というふうになって

おります。これに対しましてというか、総合政策課の方におきましてはむしろ子どもが、日吉津
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で生まれ育った子供たちが大きくなっていく、そしてその子供たちができれば日吉津村に、この

地元に残ってほしいというような気持ちで設置をするものでございますので、そこはしっかり連

携を取りながら進めていきたいと考えております。以上でございます。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですから質疑を終わります。

・ ・

日程第２ 議案第３号

○議長（井藤 稔君） 日程第2 、議案第3 号日吉津村監査委員条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。監査委員の方の条例を改正したということで、国

の法律に伴う改正というふうに伺っておりますが、1 点ですね、定例監査を定期監査というふう

に変えるということでありますが、この定例監査は従来からあったわけですが、いわゆる例月検

査というものとは分けて考えて、例月検査は毎月やるけれども、その時期でやる定例監査を定期

監査の名称と変えるというふうなことでいいですかね。確認ですけど。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。言われたとおり、例月検査

は今までどおり例月検査ということで、毎年6 月から10月まで行う定例監査を定期監査に変更す

るということであります。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第３ 議案第４号

○議長（井藤 稔君） 日程第3 、議案4 号日吉津村職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

三島議員。
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○議員（4 番 三島 尋子君） 4 番、三島です。この度会計年度の職員さんで、服務規程を別に

定めるということですが、正職の方は服務については規則が二つぐらいありますかね。服務の専

念の規則とその他あると思いますけれども、これは12月に会計年度職員の条例が、制定されたん

ですけれども、その中にはこの服務のことは別に定めるということは決めないで、この一般の職

員の正職の方の中に定めて決めて、規則として定めていくということなんですね。別にはとらな

くてということですね。

そしたら現在、勤めておられる方で会計年度職員へ移っていかれるというか、異動される方も

あるかと思いますが、そういう方に対しては説明が行われたと思いますけれども、そういうこと

についてもきちんと説明はなされておりますでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。会計年度任用職員について

は約120 前後の方がおられますので、各担当課の方で説明、全体は総務課の方でさせていただい

て、今回給与と額は決まりましたので、この件については各課の方で担当課の方でご説明をいた

だいて、3 月12日までに履歴書を全員出していただくという中で、出していただいた後にこの服

務については、正職については4 月1 日に入村式をして、その時に宣誓書に署名をしていただい

て読んでいただいて改めて職員になるという形ですけれども、その履歴書をいただいた後に雇用

通知をお渡しする中で宣誓書をお渡しして、署名をしていただいて提出していただくということ

になりますので、これについてはまだ担当課の方に説明をしておりません。今後、説明をして、

会計年度職員の方から提出をいただくということになります。以上です。

○議長（井藤 稔君） 三島議員。

○議員（4 番 三島 尋子君） 4 番、三島です。以前をちょっと考えてみましたら、条例まあ一

般質問で申しましたら、今はネットで見ていくからということだったんですけれども、職員にな

った時にきちんと条例をいただいて、これをきちんと勉強しなさいということを渡されたんです

けれども、今もそういうふうなやり方をやっておられるのか、職員にこの条例に基づいて仕事を

するので、きちんとこれをいつも見ながら仕事をしろというようなことは指導がしてあるのかど

うなのか。そうしますと、今まで勤めていただいていた方の嘱託さんといいますか、今後どうい

うふうに自分たちの服務といいますか、責任関係ですね、処罰もされるいうこともありますし、

そこら辺はきちんとこう説明をしておかないといけないのかなと思いますが、各課でそういうこ

とは説明をしていくんでしょうか。きちんとこう皆さんに出していくということではなくて、そ

れと募集の時にも出していくということではないんでしょうかね。募集がされてたと思いますけ
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れども、そういうことも出されておりますでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。簡潔に答弁よろしくお願いします。

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。説明については4 月1 日に

入られた後、その条例等のことについて総務課の方で説明をさせていただきます。担当課と言い

ましたのは個別のことでありますので、それ以外のことは総務課の方で一括で行う予定です。

それから条例等についても、そういうことで説明をさせていただくということでありますので、

よろしくお願いしたいと思います。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。会計年度任用職員ということで新しい制度なわ

けですけれども、服務の宣誓もいただくということでいうと、やはりどう表現していいか、定数

内職員といいますかね、従来でいいますとですね。その定数内職員に一歩近づいて責任をもって

仕事をいただくような、そういう構えになるのかなというように思います。その上でですね、以

前にも伺ったとは思いますが、その同僚議員にも関連しますけど、その職員のたとえば異動です

ね、庁内での異動というものが募集の時の要件に多少関わりあるかも知れませんが、庁内で異動

するということが、まあ基本的にあるのか、あるいは処分分限というふうなことの制度について

は定数内職員と同様なのか、違うのかそのあたりをですね、答弁をいただいたらというふうに思

います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。ひとつは分限等については

地方公務員法に基づくということで分限の件についてありますし、[ 「ちょっと、聞き取りにく

いです」と呼ぶ者あり] 職員の異動については、基本は今のところありませんけれども、その、

たとえば仕事上の関係で今後異動等がある場合には、その辺はその方とお話しをしながら、必要

性があった場合にはすることもありうるということで考えております。

それから分限についても、地方公務員法の方に規定されておますので、それに基づいた分限と

いうことでさせていただくということであります。以上です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。今異動については必要があればご本人と相談の

上ということなんで、通常といいますか、定数内職員についてはよほどでない限りは、特に本人

との協議というのはないわけですけれども、そういう配慮をしつつ異動もありうるということで
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いいわけですね。

で、その上で規則についてはまだ作成中であるということでしたが、それはこの服務に関わる

だけのことではなくて、かなり網羅的な規則を作られるのかなというように思うんですが、それ

についてはいつの時点である面で素案なり、案ができて、多少ですね、我々議会等にもそういっ

た情報が提供されるのかということを、予定でかまいませんがお知らせいただいたらと思います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。規則については現在案を作

成中でありまして、3 月31日までに作成をして告示をすると、4 月1 日で告示ということになり

ますので、出来上がり次第その辺については情報を提供させていただきたいと思います。以上で

す。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。3 月31日では遅いと思いますね。該当の方もい

らっしゃるので、告示行為みたいなものはそれはそれとしてですね、もう少し早く対応するべき

だというように思いますがいかがでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員にお答えいたします。前田議員のおっしゃるとおりで、告

示が4 月1 日になるようにということで申し上げただけで、できるだけ速いうちに規則の作成と

いうことで、今のところほぼ出来上がった状態に近づいていますので、その辺は速めていきたい

という具合に思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） 三島議員。

○議員（4 番 三島 尋子君） 4 番、三島です。先ほどの答弁でですね、再度任用された場合に

異動があるかも知れない、本人さんと話しをしてということがあましたけれども、この再任用と

いうことにあたっては一会計年度ごとということになっていますね。それで新たに設置された職

というふうに位置付けられるものなので、採用されても同じ職の任期が延長されるということで

はないということが謳ってあると思いますが、そういうことは日吉津村の役場では考えないで、

なるべく、その慣れたところでやっていただくということの方向を考えておられるということな

んでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。先ほども申しましたように、

基本は今までやっていただいている者を1 年ごとですけれども、必要であれば更新をしていくと
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いうことで、ただ必要性があった場合に、たとえば仕事が異動しないといけないとか、必要性が

あった場合には、その異動していただくことも考えければなないということでありますので、ご

理解をいただきたいという具合に思います。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） ほかにないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第４ 議案第５号

○議長（井藤 稔君） 日程第4 、議案第5 号日吉津村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。この改正後の表の中で、終盤の方に学校歯科医

院の方が8 万3,000 円、学校薬剤師が年額でですね、4 万1,000 円とか決めてあります。従来、

改正前には特にそういったものが対比するように載ってないんですが、これまではどういう根拠

で出していたのか、こういうふうには出してない。これまでは3,000 円だけだったのか、あるい

は別の根拠で歯科医師さんとか薬剤師さんには支給してたのか。そのあたりを教えていただいた

らと思います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。今回、会計年度の関係の法

改正があったということで、金額ちょっとわかりませんけれども、医師とかそのあたりの学校医

とか、もともとあったものを非常勤特別職に切り替えないといけないということで、法令上そう

いう形になったということで、こちらの方に、非常勤特別職の中に上げさせていただいたという

ことでありますので、そのあたりご理解いただきたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 前田議員のご質問にお答えいたします。従前の額はどうだったのか

というご質問だと思いますので、この表にある額と同額のものをいままでお支払いをしていた。

それは、それぞれ医師会とか薬剤師会というところから、この学校医等の推薦等いただいており

まして、そういったところからこの金額でということで従来していました。

この度定めた理由というのは、先ほど総務課長がお答えさせていただいたとおりです。以上で
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す。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第５ 議案第６号

○議長（井藤 稔君） 日程第5 、議案第6 号日吉津村長の給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。

・ ・

日程第６ 議案第７号

○議長（井藤 稔君） 日程第6 、議案第7 号日吉津村教育委員会教育長の給与及び勤務時間等

に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第７ 議案第８号

○議長（井藤 稔君） 日程第7 、議案第8 号日吉津村における部落差別をはじめあらゆる差別

をなくす条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 今回の改正は国の法律に準じてより人権学習を進めるというよう

な説明がありまして、基本的にそれは賛成でありますが、今回ですね、その昭和40年等の同対審

の答申から触れられる改訂ということでありますので、そういった点のいわゆる同和問題といい

ますか、部落差別の解消に向けた取り組みをこれによって強化されるという意図なのか、最近の

学習中では少しそういったテーマが薄いように感じておりますので、その点を踏まえての改正な

のか。
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それからもう一点はですね、そこに続く改正点の中で障がい者、外国人への差別等ということ

で、ここが付け加わっている、付け加えられている感じでありますが、この点についてもここに

付け加えられた意図というものを御説明いただいたらと思います。

それからもう一点、この間の人権学習については、村の人権同和教育推進協議会というものが

担ってきているというのが実態だと思いますが、この協議会の中でこういった改正については協

議なり、説明なりはされているのかということをお聞きしたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 前田議員のご質問にお答えいたします。法律の改正のところの部

分なんですが、そもそもこの条例が平成6 年にあって法律が後からできてきたということで、そ

の当時からあらゆる差別という表記をしていますので、条例の改正という部分ではすでに満たし

ていたということで感じていたんですが、そういった中でも日吉津村におけるあらゆる差別をな

す総合計画、この時には、この差別撤廃三法というものが成立しましたので、その中で十分協議

をして計画を作ってきたというところです。

ただ、そうした中でも近隣の自治体、それから部落解放同盟の自治体の訪問等の中で、やはり

部落差別の実態というものをきちんと、それぞれの自治体が認識するということも鑑みて、条例

の中に部落差別の解消と法ができたものですから、そのことも明記しながら自治体でそういった

行動をとっていただきたいということがありました。

そのため、この度部落差別の撤廃を踏まえたことで条例を改正するところですが、その中でも

同和教育、同和問題の教育の中でこのごろ薄れているんじゃないかということなんですが、日吉

津村の職員の研修の中ではフィールドワークということで、職員が出掛けて行ってそこでの部落

差別の実態等の勉強をし、そういったことを日々の仕事の中で生かすという研修もしていますし、

それから今の人権同和教育の中でも、そういった部落差別の実態というところでの研究課題とい

うものを取り上げていっているところですが、ただ、毎年というわけにもなっていなくて、他の

差別事象のことについても学習ということで行っているところでありますが、決してそこを忘れ

ているというわけではありません。

付け加えのようにというお話でしたが、先ほどあります差別撤廃の三法が、平成28年につぎつ

ぎと成立をしてきた中で、この条文の中にそれぞれを書き上げるのかという部分でありますが、

それは全ての条例文を法令文の名称を載せるんではなくて、この平成28年に制定された差別解消

三法の理念をここの中に書き入れさせていただいたというところです。

人権同和教育推進協議会の中に条例改正を図ったかということですが、ここは学習等を推進し
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ていただく根本的な機関だということで認識をしております。総合計画を定めるときにも会の中

でもいろいろ経過等もお話しもさせていただいて、この差別撤廃三法ことについては十分お話し

をさせていただいていますが、この条例に関してはこの度改正をするよというお話はしておりま

せん。以上です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） いろいろ御説明いただいたですが、結局ですね、この法律の改正

に伴って本村の条例を改正するわけですから、今までにも増して具体的な取り組みをするという

ことでなければいけないので、そういった姿勢で臨んでいただきたいのと、その同推協ですね、

人権の協議会にはそういう団体の性格ということはないと思いますね。そういう話ではなくて早

急に、こういった趣旨で村の条例を変えますということを提案したり、あるいは説明をすべきだ

と思いますんで、すいません答弁ということではないかも知れませんが、そういった点でぜひ早

急にやっていただきたいと思います。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。

・ ・

日程第８ 議案第９号

○議長（井藤 稔君） 日程第8 、議案第9 号日吉津村被災者住宅再建等の支援に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。

・ ・

日程第９ 議案第１０号

○議長（井藤 稔君） 日程第9 、議案第10号日吉津村村営住宅設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。改正後の部分で連帯保証人の方が、従来でいい

ますと村内住所を有しということが今回外れているわけですね。その辺の意図といいますか、あ
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るいは実情がなにかあればお知らせいただきたいということと、その上で改正後には規則で定め

る書類ということなのでありますけれども、従来のものと変わるのか、このあたりの規則ができ

ているのかどうかわかりませんが、その辺をどういった内容の規則になるのかということをお知

らせいただきたいというふうに思います。

○議長（井藤 稔君） 清水住民課長。

○住民課長（清水 香代子君） 前田議員のご質問にお答えいたします。先ほどの連帯保証人の条

件の緩和ということですけれども、今まで実情としまして村内では特に今のところそういった事

例はなかったんですけれども、高齢者の方などが連帯保証人さんを2 名確保できなくて、そうい

った住宅等に入居できないというような問題もだんだん昨今出てきております。そういったこと

も踏まえての条件緩和ということですが、村内ではそういった村営住宅については実情はござい

ません。

次に書類等について規則で定めると謳っておりますけれども、この書類につきましては従前の

とおり、収入の証明及び印鑑証明ということでこれは規則で定めます。以上です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 規則で定めるという部分が以前と同じであれば同じでいいような

気もするんですが、その点ですね、それからその村内に連帯保証人が確保できないといいますか

ね、そういった場面になりますと、たとえば遠隔地の連帯保証人という具合になると、その方と

ですね、たとえば滞納があるかないかというような話を連絡を取り合うということになるかと思

うんですが、そういった対応になるのかどうなのか、その辺のお考えをお聞かせいただいたらと

思います。

○議長（井藤 稔君） 清水住民課長。

○住民課長（清水 香代子君） 前田議員のご質問にお答えいたします。なかなか村内で、そうい

った方が連帯保証人の方がみつからないということであれば、やはり村外、県外というような方

でもお願いをされないといけないということですし、そういった場合はやはり十分な時間をかけ

て、そういった情報等については確認をしながら対応していきたいと思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） ないようですので、質疑を終わります。

・ ・

日程第１０ 議案第１１号
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○議長（井藤 稔君） 日程第10、議案第11号日吉津村非常勤職員及び臨時的任用職員の任用等

に関する条例を廃止する条例についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１１ 議案第１２号

○議長（井藤 稔君） 日程第11、議案第12号令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正予

算（第6 回）についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

加藤議員。

○議員（9 番 加藤 修君） 9 番、加藤です。質疑に入る前に日吉津村の今の見守り隊からの

報告をちょっとさせていただきますが、3 日の一般質問の中で、教育長から50人程度学校に登校

するという答弁を受けて、4 日に朝7 時から8 時半まで実態調査をさしていただきました。今吉

の5 号線ですけれども、歩いて登校する子、自転車でいく中学校、高校すべてゼロでございまし

た。ありませんでした。ちまたの噂で、イオンにたくさん子どもが来ているという噂があって、

これも5 日に実態調査をさしていただきましたが、子どもたちはゼロでした。それと企業の取り

組みとしてフードコートは10時からのが11時から9 時までの短縮、キッズコーナー、ゲームコー

ナーにおいては15日まで臨時休業という措置をとられていました。こういった企業の取り組み、

協力につきまして感謝申し上げるところでございます。

それでは質疑27ページのギガスクール整備事業について説明をお願いします。

○議長（井藤 稔君） 場所わかりますか。大丈夫ですか、はい。

井田教育長。

○教育長（井田 博之君） 加藤議員のご質問にお答えいたします。ギガスクールの整備事業に関

してのご質問でございました。この事業は教育のＩＣＴ化に向けた環境整備5 カ年計画という国

の計画にのっとって行うものでございます。平成30年、2018年からこの5 カ年計画は始まってお

ります。この進捗が今一思わしくない部分もあるということで、更にテコ入れの事業として新た

な財政措置が行われます。このことに関して今年度中の補正によってこの事業が成り立つという

ことになったわけでございます。

そもそもこの教育のＩＣＴ化に向けた環境整備についてでございますが、昨今の例でいいます
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と新型コロナウイルスの対応ということで、中国において家庭にいる子どもたちに遠隔授業をす

るということで、ＩＣＴを使った事業や保育が行われているというのをニュースでみなさんご覧

になったと思うんですけれども、これも一つのＩＣＴの結果であろうかというふうに思いますが、

日本の学校ではまだそれは、一部行われている地域もありますけれども、全体的にはやや遅れて

いるのではないかということが現状であろうかと思います。

ソサエティー5.0 の時代において、一人一人の子どもがＩＣＴを駆使して、今後生活していく

ということが必須の世の中に今後一層なっていくということから考えまして、子どもたち一人一

人に応じた個別で最適な学習が成立するように、そういう高速大容量のネットワーク環境、校内

ラン等のネットワーク環境の整備を推進してこの計画、5 年間でそういう環境ができるようにと

いう事業でございます。

そういう事業という説明でございますが、これの予算額とかこれまでの経緯とかについて課長

がちょっと詳しくお話しいたします。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 加藤議員のご質問にお答えいたします。先ほど教育長が申し上げま

したＩＣＴ化に向けた環境整備5 ヵ年計画というところで、平成30年からということを国が謳っ

ているわけですが、これについてはもっと以前からもＩＣＴについては整備していきなさいとい

うものがあって、きちんとした5 ヵ年計画を立てて更に加速させるというのが、平成30年からで

す。

日吉津の小学校におきましてはこれ以前よりもパソコン教室、それから各教室にパソコンを1

台ずつという配置をしてきています。この5 ヵ年計画で更に国が推進してきているのが、3 クラ

スに一つのクラスが全員にいきわたるようなパソコンの配分、指導者に教員には全員いきわたる。

大型提示装置ということで、プロジェクターと黒板に今スクリーンを張ってスクリーンで授業が

できるようにしていますし、実物投影機といって子どもたちがプリントとか何か作ってきた時に

こう机に置いて、これがそのまま黒板に映し出される。こういった実物投影機そういったものを

各教室に揃えなさいということがありまして、日吉津の小学校はその子供たちに対応する台数、

パソコン教室とそれから各教室に1 台ずつ揃えているということと、教員をですね、それからそ

ういった機器の整備はしてきていた。

ただ、全国的にこの進捗が遅いということが先ほどもありました。もっと加速するということ

で行ってきていますが、この昨年の6 月の議会の時に補正予算で上げさせていただきました。30

台の、日吉津村は今30人学級をしていますので、1 クラス30人の子どもたちに、端末、いわゆる
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タブレット、これを持って授業ができるようにということで6 月補正をさせていただいて、それ

もしましたし、インターネット環境をもっと早くするという必要があるので、それぞれの建物の

中に中継器を設けてきたと、無線ランが早く使えるようにということでしてきましたが、この予

算資料の、この度の議案説明資料の6 ページに、ギガスクールということで上げさせていただき

ました。国はこれをもっと加速をさせるということで、ソサエティー5.0 に対応ができるように

ということであります。計画のところに書いておりますページの下の方になりますが、校内通信

ネットワークの整備、すでに整備してきて、台数もある程度は設置してるんですが、これが最終

的に、児童一人に1 台の端末がくるということになりますともっと中継器がいる。

途中のところの今、国との整備の水準についてはまだ国の方が最終結論出していませんが、途

中に配置している線ももっと早く対応できる線に切り替えるのか、今あるものでそこの速度に対

応できているんなら、そこは変えなくていいのかという部分についてはまだ結論が出てきていま

せんが、 国は更に早いネットワークを整備しなさいということになっています。6 月の段階で

ある程度の整備はしたんですが、今後児童数としては200 人から210 人程度がずっと推移してい

きますので、そういったものが一度にアクセスする。教員も30人程度が一度にアクセスするとい

うことは250 台くらい一遍にいろんなところでアクセスさせる環境が必要だということで、そう

いったネットワークの整備を①で行っていく。それぞれの端末機が格納庫が必要ですので、充電

をさせたりそれからソフトの更新をさせたり、一度にさせていかないといけないので、そういっ

た格納庫は国の補助事業でいうと、移動式はだめよ、各教室に固定しなさいということで、この

格納庫の整備もしていくというところであります。

①を日吉津村の方で行っていくと、概要書にあります1,760 万かかるということで、右側の下

の方、財源内訳ということで書いておりますが、これは国が2 分の1 みますと、残りの2 部の1

は国の方が補正予算で上げておりますので、補正予算債というものは財源の残りは100 パーセン

ト起債を借りていいよという措置ができますので、そのために補正予算で上げて、ただ今からと

てもこの工事はできませんから、議案書の中にもありますがこれは全部繰越しをさせていただい

て、来年度の4 月以降に国のやり取りが成立して、もう発注していいよという段階になったら、

早急に発注して夏休み中にこういった環境整備をしていきたいということの予算になっています。

じゃあ、児童一人一人の台数はだれが整備するのというところが②なんですが、これは国が県

の方に事業をまとめなさいということで、お金のやり取りは国が指定した補助事業団体がやりと

りをしなさいと、県はそれぞれの市町村からの状況をまとめなさいというやり取りになって、日

吉津村なり各自治体が直接国とやり取りをして、その1 台ずつを整備するというわけにはならな
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いという状況で、これは今県とどういった整備でやっていくのか、どういったスケジュール間で

やっていくのかというのは協議中です。

先ほどありました冒頭にあったこの5 ヵ年整備というところで国はすでに整備しなさいといっ

ていたんだから、整備しているよという台数があるはずだと、なので今現在平成31年5 月1 日現

在の日吉津の児童数が201 の中の、3 分の1 はもう整備済みでしょと、これは国は整備しないよ

と、今までどおり各自治体で整備してと、それ以外のところを今国が台数としてカウントをする

よと、ただ一遍にできないので小学校5 年生、6 年生、中学1 年生を最優先で台数として計上し

ていくということなんですが、今日吉津村は、県には3 分の1 の分はわかりましたと、これから

整備している部分とこれから整備する部分が出てくるでしょう。だけど後の3 分の2 については

全数早急に整備して下さいということで要望はしていますが、それが最終的にどうなるかという

のは、まだこれからの協議だということの進捗間で、スケジュール間で、今授業をやっていると

いうことです。以上です。

○議長（井藤 稔君） ここで、議長の方から議員の皆さんまた執行部の方併せてですけれども、

2 点ほどお願いしておきたいと思います。答弁の方は完結明瞭によろしくお願いします。議員の

質疑に対する答弁は完結にしていただきたいと思います。

また、先ほど加藤議員の方から見守り隊の件について発言がございました。これについては本

件議案と直に関係のない発言でありますので、議長の判断で答弁は必要なしということにさせて

いただきたいと思います。以上、2 点お願いしたいと思います。

つづきまして、質疑を受けます。質疑ありますか。

松田議員。

○議員（8 番 松田 悦郎君） 8 番、松田です。3 点ほどお聞かせ願いたいと思います。これは

歳入歳出一括でいいでしょうか議長。

○議長（井藤 稔君） 一括で結構です。

○議員（8 番 松田 悦郎君） まず、12ページなんですけれども、地方消費税交付金についてで

すけれども、まあこれについてはどこかの場所で聞いたかも知れませんけれども、再度ちょっと

教えていただきたいと思います。依存財源として安定した交付税であるこの地方消費税は、調べ

てみましたら令和元年の当初予算から初めての減額ではないかなと思っておりますが、この度70

7 万5,000 円の減額理由についてちょっとお聞かせ願いたいなと思います。

それからつづきまして17ページうなばら荘なんですけれども、この補助金のことはまた皆さん

方が質問されるかも知れませんが、最近のうなばら荘は少しずつ売れ行きがよくてですね、右肩

－２０－



上がりではないかというふうにいろいろ聞いておりましたけれども、この近年のコロナウイルス

によって、うなばら荘の影響の方はどういうふうになったのかちょっと分かったら教えていただ

きたいなと思います。

それから27ページの学校管理費、先ほど同僚議員からギガについての質問があったんですけれ

ども、この議案の説明書の議会に対する、ギガに対する説明が、わたしなんぼ読んでもようわか

りませんので、わたしの方でいろいろ調べてみましてですね、端的に言いますと、校内通信ネッ

トワークの整備事業でありまして、次世代の学校教育として校内のランを整備したり、タブレッ

トやノートパソコンを、同時に効率よく充電できる電源キャネレットの整備をするというふうに

ありました。

これを見ますと、私もなるほどなと思ったんですけれども、それでですね、この事業は今課長

が言われました、令和5 年度までに何とか活用できるんではないかなというふうにありましたけ

れども、このギガスクールによってですね、この生徒に対する成果というのは教育委員会として

はどのように見ておられるか、考え方をお聞かせ願いたいと思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 松田議員のご質問にお答えいたします。最初に地方消費税交付金に

ついてですけれども、昨年10月に消費税が10パーセントに上がったということで、引き上げ分と

従来の分が消費税がありまして、その交付金ということで来るんですけれども、幼児教育保育無

償化の関係で、社会保障の方をそちらの方に消費税があたっておりますので、その関係で交付金

が若干減ったということでご理解いただきたいと思います。

それからうなばら荘についてですけれども、1 月末時点で昨年より約1,000 万ぐらい状況がい

いということで、補助金のほうも2,100 万ということで計上した後ですね、この2 月も調子がよ

かったんですけれども、3 月このコロナウイルスの関係で、3 月がほぼキャンセルというかたち

になっておりまして、現状、本来は入る経費500 万から1,000 万ぐらい、そのあたりの売り上げ

が減ってくるだろうという予測になっておりまして、結果的にせっかく上がってきたものがゼロ

とは言いませんけれども、若干この3 月でマイナスになっていくという状況であります。

コロナウイルスがどこまで続くかということもありますけれども、その中ではなんとかどうや

って魅力を向上していくかということで検討委員会も開いておりますし、そういう形で何とか努

力はしていこうということで職員とは話をしております。以上です。

○議長（井藤 稔君） 井田教育長。

○教育長（井田 博之君） 松田議員のご質問にお答えいたします。ギガスクール事業の見込まれ
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る成果、目指すものということについてのご質問でございました。一つは個別最適化学習が成立

するようになる。そして一人一人の子どもに応じた能力の十分な発揮を目指すということにまと

めていうとなろうかと思います。具体的には新期予算の方でお願いをしております。

個別最適化学習ソフトというアプリケーションですけれども、これをタブレット30台分、アプ

リを導入するということでございます。これは算数の学習において、それぞれの子どもの学習の

定着度に応じて問題を選んで学習したり、その解説を読んだりということが個別にできる学習ソ

フトでございます。これを導入することによって、基本的にことは一斉指導を授業の中でするん

ですけれども、一人一人に応じた学習も可能になっているということで、一人一人の個別の力を

それぞれ伸ばすことができるだろうというふうに考えています。

このようなソフトは今申し上げました算数、特化したものですけれども、他の教科であります

とかいろんなソフトがありますので、徐々に、順々にいろんなソフトを導入して、とにかく一人

一人の能力を十分発揮できるようにしようということでございます。

それと今後、子どもたちが表現力を高めて、自分の考えていることをＩＣＴによって発信する

ということが一層求められるようになります。そのためには、当然一人一人のタブレットで自分

の考えを構築して、それを表現できるようなソフトを使って対称に発信していく、そういう力を

つけるためには一人一人にタブレットが必要、そしてなおかつそれに対応できるようなインター

ネット環境、ワイファイ環境を整えて、いろんな資料を子どもたちが自分で集めるというような

ことが基に必要になってきます。そういうことに対応していくことによって、これも結果的には

一人一人の能力を最大限発揮できるようにしていくということに、繋がっていくだろうというふ

うに考えております。以上です。

○議長（井藤 稔君） 松田議員。

○議員（8 番 松田 悦郎君） うなばら荘のことなんですが、今回もコロナウイルスということ

で非常になんか打撃がありますし、今までも食中毒やら台風やらで、その都度お客さんが減って

減額して、補助金を毎年なんぼかなんぼかという、だんだん上がってきたようなんですけれども、

その辺をちょっともういっぺんお聞きしたいというのとですね、教育長、このギガスクールの私

がお聞きしたのがですね、たしかに小学生の学力がグーンと伸びるということにはならないと思

うんですけれども、教育委員会としてはまあこれから徐々に徐々に、これ導入したら上がってい

くよというような感覚なのかなということをお聞きしたんですけれども。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 松田議員のご質問にお答えいたします。補助金の予算は2,100 万と
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いうことで上げておりますので、1 年目ということですし、赤字になれば来年度そのあたりを補

填していく可能性もあります。ただ、まあ新年度に向けてはコロナの終息後になりますけれども、

そこまでに魅力をどうしていくかということも踏まえて、何とか頑張っていけるように努力して

いきたいと思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） 井田教育長。

○教育長（井田 博之君） 松田議員の質問にお答えいたします。日吉津小学校児童の学力につい

てのご質問でございました。先ほど申し上げましたように、一人一人の能力が最大限発揮できる

ようになれば当然、全体の学力は定着して上がっていくものと考えています。現時点、今年度の

全国学力学習状況調査の結果を見ますと、県内での状況ですけれども今年度から問題の作り方が

変わりまして、国語Ａ、Ｂ、算数Ａ、Ｂの4 種類の問題があったところが算数、国語の2 種類に

まとめられました。Ａ、Ｂをまとめた問題になったということで、問題の傾向が変わって鳥取県

の小学校全体の結果は軒並み下がりました。日吉津小学校の結果はどうかといいますと、算数、

国語とも県全体が下がっているのに対して、日吉津小学校は上がりました。それなりのレベルを

維持しているというふうに考えているところでございます。

しかし、それを維持、定着させていくためには新たな考え方とか、やり方とか方法をやっぱり

常に考えていかないと維持できないと思っておりますので、このギガスクール事業やほかにも方

策を考えておるところですけれども、今のレベルを維持、さらに定着、できればアップしていく

ような施策を、これからも実施してまいりたいと考えておるところです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 松田議員よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。

松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） 5 番、松本です。ギガですけれども、すいません。ひつこいよ

うですけれども、先ほど出ました全国学力学習状況調査です。これが5 カ年ということで、丁度

終わるころ2023年ごろですね。これが回答を一人一人がパソコンでするというのが出ていますが、

その辺の状況があるので早く補正を組まれたのかなと思ったんですけれども、補正は先ほど返事

をいただきましたのでわかりましたけれども、そういう方向で向かっていくんでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 松本議員のご質問にお答えいたします。報道の中で来年度からの、

全国学力学習状況調査を一人一人のタブレットなり、端末で行うというような報道がありました

が、それについて文部科学省からは各自治体に対して、そのような方向ではないということで、

あれはお話しをした中での誤解が生じたところであろうということで、それが記事になったかど
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うかの確認はしていませんが、最終的にそういう方向で向かっているのかも知れませんけれども、

今すぐそういった格好での、回答なり、集計なりというところではないというところであります。

以上です。

○議長（井藤 稔君） 松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） ということは、この度のこの880 万ですか、使われる全員にパ

ソコンを回すということは、そこに向かってではなく、今言われたようにこのソサエティーの分

ですね、ＡＩ向かっていくということで、子どもがそれに対応できるようにならないということ

で、日吉津はそこにやっていくという方向で、ということで理解はしました。絶対こっちにいっ

ているのかと思っておりましたので、びっくりしたんですけれども、一人一人がパソコンでする

ような時代が来たら、一番怖いのは家庭学習ができる子とできない子が出てくるので、変わって

くるのかなと思ったんですけれども、またその話はなくてよかったです。

無線ランは理解するんですけれども、この中で各棟全教室はわかるんですけれども、体育館も

っていうのがなぜだろうとちょっと思ったのでその辺を一つお願いします。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 松本議員にお答えいたします。先ほどありました端末の整備は県を

通じて全国的にということですので、うちの方は必要量は出しますけれども、最終的には県の、

国から県に出された数字を、また配分されるということですので、そのスピード感はまたちょっ

と違います。村の方でするのが環境整備ということで、ネットワークを組んでいくんですが、ご

質問の体育館で何が必要なんだろうという部分ですが、6 月補正をさせていただいた時にも体育

館にいわゆる中継機を付けています。それぞれ端末を一クラス分、30人分揃えたんですけれども、

その中でプログラミング教育にも会ます。それから月ほどあった個別最適化名ソフトもこれから

活用しようとしています。

後、体育館とか、それぞれの特別教室の中で映像を見ながら子どもたちに指導をさせる。今の

跳び箱の飛び方はこうなんだよとまず見せる。今飛んだものを映した、今あなたはこういった飛

び方をしたんだよ。これはこういう具合にするともっと良くなるよという、そうした映像を使っ

た指導ができるということで、今でも体育館には整備はしていますが、これ以上の整備もまた環

境整備をさせていただきたいというものです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 松本議員。

○議員（5 番 松本 二三子君） はい、思い出しました。教民で体育の授業を身に行かしていた

だいた時に、タブレットで先生がしておられました。あの分ですね、わかりました。
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本当に今、子どもたちが一番なりたい職業がユーチューバーということになっていますんで、

これは本当にお金を出していただいて頑張っていただきたいぐらいのものですけれども、やっぱ

りそこに対する親御さんなり、先生もでしょうけれども、ついていけない部分がたくさんあると

思うんです。まあ、関連の質問になると思うんですけれども、学校の先生の、教師の先生の方は

これに対して、言い方が難しいですけれども、抜きに出た先生を取り合いではないですけれども、

ここの小学校におられる先生は、こんだけできるとかというのも関わってくるんでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 松本議員のご質問にお答えいたします。こういった機器が使える、

ソフトが使えるという教員を育てていかなければならないという部分で、島根大学の方にそうい

った一定期間研修に行って来た教員もいたりしますが、プログラミング教育のために6 月に補正

し、夏休みに整備した。その後、授業研究をしたということで3 学期にはプログラミング教育を

それぞれの教科の中で活かせるという、教員の中での研修というものを長期休業中等にやってい

くというところです。

ただ、どうしても機器のハード的なところも、根本的なハードではないんですが、ソフトをこ

う使っていくというような部分、機器はこうやって使ったらもっと利便性が上がるよという部分

については、ＩＣＴ支援員という制度があるんですが、今、日吉津には入れておりません。ただ、

こういった一気な整備がかかってくるということになると、委託とか支援員の派遣とかというよ

うなことも併せ考えながら、学校の中でのＩＣＴの環境の整備もしていかないといけないかなと、

今の段階では教員のそれぞれの勉強、それから学校全体での下支えというところで行っています。

以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

三島議員。

○議員（4 番 三島 尋子君） 4 番、三島です。うなばら荘とそれと先ほどの教育のことについ

て2 点お伺いをいたします。うなばら荘の状況ですけれども、先ほど少しずつ好転してきている

かなという答弁がありましたので、それはいいことだなということを思いましたが、利用されて

おる方からの意見が入ってきまして、誰をどうということは言いませんけれども、全体的にです

がうなばら荘は掃除がされてるのかということがございました。

特にお風呂場がメインで直されたけれども、お風呂場の掃除をキチンとしていただきたいとい

うことが利用者の方で、その方はそう言いながらもいつも利用はして下さっています。ですので、

よく気が付いて言って下さっているんですけれども、そういうところにちょっと気を付けていた
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だいたらどうなのかなということと、それと、うなばら荘に入った時に。声だけでもいいのでい

らっしゃいませということと、帰る時にありがとうございましたという声をかけてほしいという

ことがありました。で、サービス向上ということを叫ばれてますけれども、なかなかそれが徹底

しないのかなということを感じとっています。その点を、もう一度考えていただきたいなという

こと、そして検討委員会が実施されていると思いますが、以前に村長からの答弁で2 年の契約期

間なので、2 年で検討をしていくということがあったと思いますが、現在どういうふうに、こう

動いているのかなということを、もし、お聞かせいただける部分があればお聞かせいただきたい

なと思います。

次、教育のことについて、今のお話しですけれども、お二人の方からの質問がありましたが、

タブレットですけれども、これは学校だけで使って家には持って帰れないということでしょうか

ね。中国とか外国の状況、まあ、テレビでしか見ませんけれども、学校から配信されると家でち

ゃんとこういう長い休みの間でも学べるということをしてたと思います。そういう状況が今後、

日吉津村でもそういうふうに動いていくのかどうなのかということをちょっとお聞きしたいと思

います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。うなばら荘の関係ですけれ

ども、ご指摘をいただきましてありがとうございます。風呂の関係につきましては、先日もいた

だきまして、早速うなばら荘の方に話をしておりまして、現在、対応中ということでしておりま

す。そういう不適切な部分があれば直していきたいと思いますし、あいさつの件についても、こ

の間打ち合わせをしまして、そういうところができるように何とか対応できないかということで

お話しをしておりますので、その辺についても前向きに検討していきたいという具合に思います。

それから検討会については、2 月中に一度行いました。いろいろご意見をいただきまして、そ

れを踏まえて、この間うなばら荘の方と協議をしまして、この後3 月に理事会、評議委員会を開

きまして、また、その辺の報告をしながら、検討会をまた開いて活かしていきたいなという具合

に思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 井田教育長。

○教育長（井田 博之君） 三島議員のご質問にお答えいたします。タブレット、家庭に持って帰

って学習ができるようになるかというご質問でございました。基本、考え方としては、今後の方

向性としては、それが実現できるようになることが必要かなというふうに思います。現時点、県

内の自治体で中学生だったと思いますが、そういうことを始めている学校があるというのは聞い
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たことがあります。ただ、その際ですね、家に帰ってどこでもインターネットできるか、学習で

きるかというと、Ｗｉ- Ｆｉ環境でありますとか、プロバイダーの関係でありますとか、いろん

な通信環境の整備や、環境の整備ですね、が必要になってくる。それに関しては現時点、どうい

う方向でできるのか、どういうふうに他の自治体や外国でやっているのかということを、今後研

究していかなければならないなというふうに考えています。国がどういう方針であるか、県とし

てどうするのか、日吉津はどうするのか、ということをこれから構築していかなければならない

という状況であると認識しております。以上です。

○議長（井藤 稔君） 三島議員、よろしいですか。ほかにありませんか。

山路議員。

○議員（2 番 山路 有君） 2 番、山路です。17ページ、同僚議員いろいろ質問されておりま

して、わたしはこのうなばら荘の件とその上の方の路線バス、この二つの件について少しお伺い

したいと思います。今、総務課長の答弁聞いていますと、非常にこの昨年そして今年も1 月ぐら

いまでは営業の方も良かったというような説明をされていて、後コロナ関係でちょっとマイナス

部分が出るなというような説明されたところですけれども、今回2,100 万の補正が上げてあるわ

けですけれども、これまでの補正、年度末、3 月定例会の補正については、そこそこそれまでに

詳細について、うなばら荘の入と出についての詳細が説明されていた中で、この定例会に臨んで

いるというふうに思っております。

非常にですね、きょうこのテレビもですね、住民の人は関心をもって多分に見ておられるんで

すけれども、良かったとか、コロナでマイナスになったとか、そんな表現はわたしは良くないと

考えてます。で、まだ今のところですね、3 月の11、12とかですね、予算審査があるわけで、こ

れはあくまでもわたしの意見ですけれども、この予算審査の終了時点でですね、少し資料が間に

合えばですね、うなばら荘の詳細についてのわたしは説明をするべきだないかと、よって、最終

日に臨むのがこれが行政としても、熱意というですかね、そのあたりが議会にも伝わるというふ

うに思っております。まず、そのあたり一つお聞きしたいと思います。

後もう一点がですね、路線バスについては、ルートは変更になったんで多分にそう思いますけ

れども、ここに上がっております100 万余りの額というのは補正ですので、あくまでも補正です。

非常に路線バスのコースが変わったのかなというふうに思うわけですけれども、この辺り現状で

わかるところの説明をお願いしたいというふうに思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 山路議員のご質問にお答えいたします。うなばら荘については資料
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が間に合えばということなんですけれども、予算審査の時にもご説明をさせていただきたいとい

う具合に思います。

それから路線バスについてはですね、額が確定したということで西部地区の部分ですので、そ

の日吉津村の割合ということで補正をさせていただくものですけれども、まあ、先ほど言われま

したように再編計画によりまして、乗り入れ路線が増えたということで、特に大山方面の輸送率

が低い路線もあるということもありまして、事業者への補助額が増えたということであります。

循環線についても計画に位置付けられた路線ということで、令和5 年までは国庫補助路線の予定

でありますけれども、そういうあたりも含めて乗車率といいますか、輸送率というか、その辺が

減ってきているということもあって、補助金の額が増えてきたということでありますのでご理解

をいただきたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 山路議員。

○議員（2 番 山路 有君） 大変ですね、うなばら荘についてもすごく頑張っておられるし、

我々自治会と村内においても積極的に利用されているという姿を見てですね、わたしもちょこち

ょこうなばら荘を利用させてもらったり、お邪魔したりはしておりますけれども、サービスにつ

いても頑張っておられるなという姿勢は感じております。ただ、こういう場所でですね、先ほど

予算審査で中で説明をするということですけれども、またこの予算とこの部分は今お聞きした中

で、それとは分けてですね、やはりこれだけの案件でですね、きちんと額が額なんで、それと村

民のそうした感情も含めればですね、付けたしとは言わないけれどもそういうところできちんと

説明、個別の説明をするのが本来の姿でないかなと思いますけれども、路線バスについては理解

しましたけれども、このあたり詳細説明についてもう少し考えがあればお聞きしたい思います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 山路議員のご質問にお答えいたします。確かに言われるとおり、2,

100 万の補正ということですので、事前に詳しい話をすればよかったかなと反省をしております

けれども、今後はそのあたりは気を付けていきたいという具合に思います。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。3 点ほどお聞きしたいと思います。まず一つは

ですね、17ページの企画費の支出のところで、移住定住支援金が100 万円減額になっております

が、この移住定住支援金の制度のおさらいになるかと思いますが、概略で予算の内のどういった

事情で100 万円減額になったかというのをお聞かせいただきたいというふうに思います。

それから20ページで、障がい児の通所サービス助成で530 万ほど増額になっておりますが、こ
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れについてもそもそもこの助成制度の概略ですね、内容と、今回この補正に至った経過をご説明

をいただきたいと思います。

それから22ページに環境衛生費の中で、土砂の一時仮置き場のフェンス設置工事ということで

300 万が減額になっております。これはまあ、今吉の所に川ざらいの後の土砂を仮置きする場所

だというふうに伺っておりますが、これについても300 万円の減額ということですので、伺って

いるかも知れませんが、当初どういった計画で結果的にこういった、いわば減額になったのかと

いうことをお聞かせいただきたいと思います。以上であります。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。移住定住支援金につきまし

ては、補正でさせていただきました。これはまあ、県に基づいてということで、事業内容として

は東京23区に在住又は通勤していた者がですね、本村に移住して、県が指定する中小企業の求人

就職等をした場合に、この支援金を交付するということで、12月末までの移住者が対象というこ

とで、対象者がいなかったために今回全額減額をしたものです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 前田議員のご質問にお答えいたします。障がい児通所サービス

助成ですけれども、こちらにつきましては障がい児さんの放課後等デイサービスですとか、児童

発達支援ということで事業所に通われます、そちらに対する利用助成ということになります。そ

ちらの回数が、利用者の方がちょっとこの度、実績に基づきますと増えていましたので、その分

補正さしてもらったということです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 清水住民課長。

○住民課長（清水 香代子君） 前田議員のご質問にお答えいたします。環境衛生費の中の工事請

負費になりますけれども、土砂の一時仮置き場のフェンスの設置工事についてでございます。本

年度当初の予算では、フェンスにつきましても今メッシュのものをしておりますけれども、パネ

ル型の全体を目隠しといいますか、覆うような形のもので高さももっと高いようなもので見積も

りを出しておったんですけれども、地元との説明会なり、意見をいただく中、そういった中で、

そういったものではなくてもう少し環境にそういった周辺の土地と調和するようなものをという

ことで、いろいろご意見をいただきまして、その中で検討といいますか協議をしまして今の形の

メッシュのもので高さも少し控えたものという形での工事をさせていただきましたので、当初の

予算との差額分を減額補正さしてもらったものです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員。
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○議員（7 番 前田 昇君） 移住定住の支援金は制度としてはそういうことでありますが、具

体的にですね、たとえば該当１件にこういった積算でこれぐらいの負担というか、あるいはまあ

逆にいうと県がこういうふうに支援をするのか、その辺をもう少し補足をいただいて、結果的に

組んでいた予算がすべて本村の場合は、支出がなかったということでいいのかということですね。

それから今のフェンスの設置について確認ですが、当初どれくらいの金額で予算化されていて、

要するに擁壁のようなものはやめて、多分、防犯とか景観とかというご意見だと思いますのでそ

れについては異論はありませんが、結果的に当初どれくらいで、どれどれの分が削られてこれだ

け減額となりますということで補足をお願いしたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 前田議員のご質問お答えします。あの当初県が行うということで、

一応1 件当たり100 万ということで予算を組んだものを、対象者がなかったということでゼロと

いうことでしております。あの、細かい金額の積算はしておりません。1 件当たり100 万という

ことでした。以上です。

○議長（井藤 稔君） 清水住民課長。

○住民課長（清水 香代子君） 前田議員のご質問にお答えいたします。当初の予算額といたしま

しては、フェンスの設置工事費としまして、工事一式みて650 万円と消費税をみたところで、70

2 万円の予算を組んでおりましたけれども、この度工事完了いたしました金額といたしましては、

392 万4,800 円でございましたので、差額を補正したものでございます。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 3 番、橋井です。一つ、二つ、三つほど質問させていただきたい

と思います。まず、補正の会計のことなんですけれども、今回ようやく方向性が見えたなという

のが、村の役場線と村道2 号線との交差点の、一番危険な指摘を受けてたところでということで

あります。まあその方向付けの中で、わたしは執行部の方の大変だったなということで、この中

でやはり国庫分がやはり相当分いただけたということをわたしはこの場を借りてですね、担当の

課なり、担当者は努力をしたということは申し添えておきたいなというふうに思うところであり

ます。

それから先ほど来出ております。重複するかもわかりません。教育委員会のギガの部分なんで

すけれども、先ほど来、るる同僚議員の方に説明はありました。松尾担当課長の方から詳細の部

分にふれられたので、質問を再度そこの部分にしてみたいと思うんですが、この部分はおおむね
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国の方としては令和5 年度までにかけてこれらを整備をして、先ほど申された教育環境を整備し

ていくということのことでした。この内容はこれ折半ですよね、国の部分と村費の部分が880 万

ずつの1,760 万が出てくるわけですけれども、特に予算に関してのことなんで、今回されてます

けれども、この令和5 年まで続けてずっとですね、うちの方はこれと同じ額を継続していかない

といけない視点でずっと予算を計上していくのか、そしてまた、国の方はこのように2 分の1 ず

つの金額を予算化してくれるのかなということが実は心配なわけで、その辺の先行きの見通しに

ついてはお金に関わることですから、その辺はいかがな現在のスタンスといいますか、情報をお

持ちになられるのかをまずはお聞きしたい。

それからその後は、るる学校の環境とか、各家庭の云々ということが出ましたけれども、やは

り学習指導要領との絡みのこともあるんですけれども、やはり日本の教育体制というのはかたく

ななその部分にとらわれるところがあって、パソコンなりそういったタブレットを自由に使わせ

て、生徒の自由性というものがそこに発揮できるかどうかというのは、今後の課題であるなとい

うふうに思いますし、先ほどの中でも家庭環境の中でランが通っているのか、それから光ファイ

バーが通っているのか、めいめいのことがあるのでこれからは云々ということでありますので、

それをお聞きした中では今現在できることは、小学校にタブレットの端末を導入をして、そこの

中で教員ができるかできないかわかりません。その教員の資質をこれからは上げていきます。だ

けども家庭に帰った部分は、別の話ですよというふうにしかわたしは聞こえてまいりませんので、

日吉津は日吉津村なりに、独自のそういった体系をこの際構築されるべきだなというふうに思い

ますので、その部分は教育長に今後の動向を期待をしておりますので、その部分についての返答

はまあよろしゅうございますので、また、おいおいお話しを伺いたいなと思います。

それからですね、ページを見ますと29ですかいね。わたしなんか勘違いをしておりました申し

わけありません。失礼しました。ちょっと確かめます。以上2 点だけ、よろしくお願いします。

○議長（井藤 稔君） 議長の方から一つ確認をさせていただきます。今、橋井議員の方から説

明がありましたのは、2 号線の関係の整備の関係ともう1 点がギガの関係、教育の関係だったと

思いますけれども、ちょっと質問の、最終的な何を質疑したいかという要点がちょっと分かりづ

らかったように思いますので、もう一回、その部分だけで結構ですので。

○議員（3 番 橋井 満義君） 失礼しました。補正のこの部分の国庫金が支出できたのは、どう

いういきさつがあったのかというだけをまず、確認をしておきたい。それが1 点。今までこれが

もらえるかもらえないか不安定要素だったんですけれども、結構これは努力成果として見れるな

ということで、その根拠といいますか、状況の説明。
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それからギガの今後に向けての国の支出金なり、それから村の支出をずっと継続していくよう

なこれからの資金調達といいますか、資金支出の状況をどう見ておられるのかということだけ聞

きたいなと、その2 点です。

○議長（井藤 稔君） 益田建設産業課長。

○建設産業課長（益田 英則君） 確認とらせていただいてよろしいでしょうか。国庫がついてき

たという確認をちょっと今。

○議長（井藤 稔君） はい、橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） その辺の詳細がわからなければ、今度また一般会計の新しい予算

の時も多分リンクすると思いますので、その辺ついては委員会の方ででも詳細の部分については

言っていただければいいなというふうに思います。今この場でわからなければ結構です。

○議長（井藤 稔君） 益田建設産業課長。わかるか、わからないか要点、簡潔によろしくお願

いします。

○建設産業課長（益田 英則君） 橋井議員のご質問にお答えいたします。すみません、いきさつ

については詳しいところ現在把握をしておりませんので、委員会の方で説明の方をさせていただ

ければと思います。以上です。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 橋井議員のご質問にお答えいたたします。議案説明資料6 ページの

ところでありますけれども、橋井議員のご質問は現在補正で上げたこの金額がずっと続いていく

のかというご心配、ご質問だったと思います。で、概要書の左下5 番に書いています、計画とい

うことで①校内のネットワークの整備、これで1,760 万かかるという予算で、これはこの単年度

ですべて整備をしてしまう。なので、来年度に繰り越しますけれども、これが①番のマックスの

予算額だということで、これが継続してまだ整備が足りない部分が残るとかということではない

です。ネットワークはこれで整備をしてしまうと、そういう環境整備は各自治体で行いなさいと

いうことでしたので、これを国に要望をし、2 分の1 の補助があり、補正予算債だったので100

パーの充当をし、これは後年度交付税措置をしてあげるよという条件のもので借りていくという

ことです。

②番、これが今なかなか明確なところが出ていないというとこなんですが、児童の3 分の2 の

ものは国がみてやるということですので、それを要望しているのですが、国の今このギガスクー

ルの中で出しているのが、1 台補助の限度額が4 万5,000 円だと、このタブレットでしたら国が

見ますと、これは全国全員が見ますよとただ、それを越す部分についたいわゆる機能だとか、う
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ちはもっといいものが欲しいだとか、ということがあったらそのものは各自治体で考えなさいと、

4 万5,000 円まではみてあげるけれども、もっと安いものがあったんで3 万円でおさまりました。

じゃあ、それは3 万までねという話なんですが、そういったこと各自治体が言っていると大変な

ので、これは県を窓口に統一的なところを出して申請をしなさいということで、台数は出してい

ます。じゃあ、どういったものをそろえるのかというのはこれからまだ県と協議です。各自治体

がこのタイプがいい、あのタイプがいいといってまとまっていくのかどうなのかという心配はあ

ります。国は機械を整備するのでそれに付属するいわゆるカバーだとか、ソフトウエアだとか、

保守点検だとか、そういったものは各自治体で整備しなさいよというので、これにたとえば1 台

あたり整備、これは概数ですのであくまでも概数で聞いていただきたいんですが、6 万円、7 万

円掛かったということがあっても、国は４万5,000 円までのとこしかみないよと、後それを5 年

間でリースするというやり方もあるんじゃないのということを国は言っていますが、その整備方

針についてはまだ決まっていないというところですので、来年度そういった方針等が決まって、

台数整備の計画も決まってというところになったところで、村の方でも準備をしないといけない

お金というのは出てきますが、橋井議員のご質問のように、おおよそでもいくらがどの年度まで

続くんだというものについてはまだ出ておりませんので、今のところの答弁とさせていただきま

す。以上です。

○議長（井藤 稔君） 橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 3 番、橋井です。わかりました。ということは、今後このギガス

クール整備事業について、次年度以降に予算なりをやはり念頭において、論議をしておかなくて

はいけないなということは、3 分の1 までのタブレット等の拡充は当初の部分でしていくが、後

3 部の2 の部分が今後はどういう整備計画をしていくかということが一つの課題である。それに

ついては、やはり予算も関わっていく。

それと、このさまざまなソフトウエアが導入され中に入って包含されておると思いますけれど

も、これらについての今後はやはり年間のシステムであったり、メンテナンスでそれなりの専門

の業者に委託なり、メンテナンス料を入れていかなくはいけないということの、ある程度計上経

費掛かっていくということは予想されるんですけれども、そういう念頭で頭においておけばよろ

しいのかなと思いますが、その点で理解してよろしいでしょうか。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 橋井議員のご質問にお答えいたします。そういったランニングコス

トがかかってくるよということもありますし、それを統一的な、経費を抑えるために統一的なこ
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とができるのかどうなのかということを今県と協議している。全体ですれば、パイが大きくなる

のでそこら辺が安く抑えれるのか、抑えられないのか、やっぱり各自治体の方針というものを優

先するのかというところがありますので、抑えるおさえない、抑える努力は当然しますが、どち

らにしても経費はかかってくるということです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 最期になりますので、端的に、ちなみに教員の方ってローテーシ

ョンでくるくる変わってこられますよね、異動で、そうした場合にこれの指導については、主に

これ担任がされるんでしょうかね。その指導の在り方についての担当者の位置はどなたがされる

のかなということをお聞きしたいのと、それと他校から来られて他校がそういうのを整備されて

いるかいないかということはわかりませんけれども、そういう人来られたら、その担任の方から

の新たな指導なり、その技術なり、そこが充当できているのかなということもまた、課題として

なるんですけれども、その辺の整理はどのようにされているんですか。以上です。

○議長（井藤 稔君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） プログラミング教育等のこのＩＣＴに関しては、主任という位置づ

けの教員が張り付けてあって、これは各校にいます。この整備の水準が、県内異動等があるのに

各校はどういった考え方なのかというところですが、全自治体がこれに向かっていくように予算

要求をしていますので、かなりのスピードで進んでいくんだろうと、で、先ほど来あるのが機種

をどうするのか、ソフトをどうするのか、学校を異動した時に違うソフトを使っていてはわかり

づらいのではないか。そこは、県下で教員の移動する範囲は、統一すべきではないかという意見

と、そうではなくて類似のソフトなので、これは当然こなしていけるだろう。なので、それはそ

れぞれの自治体の特色で、そろえるべきではないかという意見がありますので、ここら辺につい

てはまだ、協議中です。で、各校でそこで使っているソフトなり、ＩＣＴの使い方については、

そこでの主任が教員を指導していって、校内で統一した指導ができるようにしているというとこ

ろです。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。ここで、一時休憩といた

します。再開を午前11時といたしますので、よろしくお願いします。

午前１０時５０分休憩
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午前１１時００分再開

○議長（井藤 稔君） 再開します。

・ ・

日程第１２ 議案第１３号

○議長（井藤 稔君） 日程第12、議案第13号令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算（第3 回）についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

山路議員。

○議員（2 番 山路 有君） 2 番、山路です。少し自分自身の勉強のために、ちょっと質疑を

いたします。8 ページですけれども、人間ドック委託料これが40万の不用の額が出ておりますけ

れども、これについて多分令和元年というですかね、当初予算で契約された額が今年の3 月いっ

ぱいまでとおすのか、それとも当初予算で10月から消費税が2 パーセント上がるということで、

やっていくもんなのか、実質は、令和2 年度はたとえば労災病院にすると、3 万4,500 円が3 万

5,300 円ということで、実質割り算すると1 パーセント上がるというような、令和2 年度は委託

料を予算計上しなければならないという状況があるんですけれども、ちなみにこの令和元年度の

この辺りは、どういう契約になって40万のマイナスが出たのか、ちょっとここだけ質問したいと

思います。

○議長（井藤 稔君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員のご質問にお答えします。まず、委託金のことですけ

れども、まず年度当初に各医療機関と委託契約を結びます。そこで額を決めますので年度を通じ

てその額で通すということになります。そしてこの40万の減額の補正予算ですけれども、こちら

はまあその契約額とは関係はありませんで、当初225 名分の人間ドックの予算を組んでおりまし

たが、実際の申し込みは215 名、さらにキャンセル等もありまして、人数が少なくなったという

ことでその不用額を減額させていただいたということです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 山路議員。

○議員（2 番 山路 有君） ありがとうございました。

○議長（井藤 稔君） いいんですか、ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・
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日程第１３ 議案第１４号

○議長（井藤 稔君） 日程第13、議案第14号令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療

特別会計補正予算（第3 回）についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 3 番、橋井です。この後期高齢者医療につきましては、県下の全

市町村が一本化になりまして、構成をしておる組織であります。つきましては、わたくしも過去

に後期高齢者医療の議会に出させていただいた経緯がありますので、まず確認をしておきたいな

というふうに思っております。

これは福祉保健課の担当だと思いますけれども、歳入歳出各補正がなされております。歳入に

ついては特別徴収、ダイレクトに引き落とされる方、それから普通徴収ということの二つに分か

れておりまして、これらについてはほとんどが特別徴収で、徴収率は保険事業としては大変高い

効率を、コストパフォーマンスの高い徴収保険であります。

それで今回は、特別徴収が10万3,000 円の減額、そして普通徴収が22万7,000 円のアップとい

うことであります。それについてですね、過去もわたしも出た時に、各町村でこれらの納付につ

いて滞納部分のバランスが、バランスといいますか、多いところ大小が相当わたくしはあったよ

うに記憶をしております。ちなみに日吉津村は、大変高い徴収率でみなさんから納付いただいて

ているということで、大変胸をはっておれたというのがその当時の記憶でありましたが、この辺

りの実態というか現状については、福祉保健課長、実績に基づいてですね、その辺のある程度状

況がわかれば、本会計の歳入歳出の部分の今回の補正にも影響しておったと思いますので、概要

を答弁いただきたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 橋井議員のご質問にお答えいたします。後期高齢の徴収率につ

きましては、やはりごらんのとおり、特別徴収からの徴収が多いものですから、年金引き落とし

ということでは確実な徴収に繋がるということで、制度開始以来各市町村とも高い徴収率をほこ

っている。うちの方でも数年間、100 パーセントとかいうような徴収率を推移してきたこともご

ざいました。ただ、今ここ数年は一人、二人滞納ということになりますと、すぐに徴収率が下が

ってしまうものですから、99. 何パーセントということではございますけれども、順位的には下

位のほうになってしまうというようなことで、やはり少ない滞納者をどう対応していくか、そこ

にしっかり払っていただくような交渉をしていくかというのが、大事になってくるのかなという
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ふうに考えているところです。以上です。

○議長（井藤 稔君） 橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 3 番、橋井です。そうしますと、今の日吉津の現状と傾向ですけ

れども、過去はほぼ100 パーセントに近かったということだったと思いますが、現在の傾向とし

ては、徴収率は若干下がってきたということで、県下の中でも真ん中とか下位とかいうような状

況になったということでありましょうか。以上で終わります。

○議長（井藤 稔君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 橋井議員のご質問にお答えいたします。今、あのきちっとした

徴収率は持っておりませんけれども、99. 何パーセントだったかと思います。30年度で、ただそ

れでも順位は10何番ということでございました。決して徴収に力を入れてないわけではないんで

すけれども、実態を申し上げますとお一人の方の高額の滞納があるというようなところで、そう

いった個々の事情も併せながら、やはり、でも、払っていただく努力をしていく。これを進めて

いきたいと思っております。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１４ 議案第１５号

○議長（井藤 稔君） 日程第14、議案第15号令和元年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業

特別会計補正予算（第3 回）についてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１５ 議案第１６号

○議長（井藤 稔君） これから令和2 年度当初予算案件を順次議題といたしますが、質疑終了

後議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、審議を付託したいと思いますので、質疑は

総括的、基本的な内容にとどめていただきますようお願いします。

日程第15、議案第16号令和2 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計予算についてを議題といたし

ます。歳出歳入一括して行います。
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質疑はありませんか。

三島議員。

○議員（4 番 三島 尋子君） 4 番、三島です。予算につきましては概要説明書をいただいてお

ります。それを見て、各事業についての内容を見ていくわけですけれども、この近年ですね、積

算基礎が記載されるのが少なくなってきたのではないかと受けています。予算書も合計の金額だ

けですし、概要書も文章では書いてありますけれども、積算基礎というのが少ないというふうに

思っております。どういうふうにして出されたかということを知りたいと思いますので、可能な

限りでいいですけれども、積算基礎を出していただきたい。別添資料にしていただいても結構で

すので、その点をお考えいただきたい。

それと会計年度職員さんの人数ですけれども、各課別、報酬、そして給与別人数を表にまとめ

て提出していただきたいです。

あと1 点、ふるさと納税の納税者の方からの希望事業として、どういうものが多く寄せられて

いるかということをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（井藤 稔君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。積算基礎については、細か

い資料ということになりますので、まあ、概要書には基本的な部分でしか載っておりません。予

算説明の時には、各課の方で、細かい資料としてはなかなか出せないかも知れませんけれども、

そういう説明でさせていただきたいと思います。

それから、会計年度任用職員の人数については、予算審査の時に各課別のものを用意させてい

ただきたいと思います。

それからふるさと納税については、今ちょっと手元資料がありませんけれども、予算審査の時

には資料でお渡ししたいと思うんですけれども、4 つ、環境であったり、教育福祉、それから村

長が認めるということで、それごとに金額も記録しておりますので、それをまたお示しをさせて

いただきまして、特に申し込み順番が環境が一番上になっておりまして、環境が結構多い額にな

っておりますけれども、そういう形で、まあ、わりと満遍なく希望されてるということでありま

す。以上です。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

前田議員。

○議員（7 番 前田 昇君） 7 番、前田です。今のふるさと納税に関連して1 点だけあります

が、全体で3 億余りのものがですね、基金に現在積み立てられておりまして、新年度も適宜それ
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が繰入れされて支出されるわけですが、以前にも伺いましたが、村長に伺いたいんですが、この

全国から集められてですね、基金を基本的にどういうふうな使い方をしていくかというふうなこ

とで、以前にも言いましたように、やっぱりその状況をですね、村民に公開して村民のアイデア

とか、ニーズを把握しながらやるべきだというふうに思いますが、そういった手法はまた議論す

るにしても、村長としてこの基金をどういう基本的な考え方で執行なり、活用していくかという

点について1 点お聞きしたいと思います。

○議長（井藤 稔君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。これは臨時議会の時だったですかね、補正予算をさ

せていただいた時にもご質問あって、お答えをさせていただきましたとおりでございまして、先

ほど課長も申し上げましたように、4 つの区分で寄付者の方からは寄付をいただくということで

ございます。その項目に沿った使い方ということで、執行部の方で財源、貴重な財源として充当

をさせていただきつつ、議会にもご承認をいただいて執行していきたいと考えております。以上

です。

○議長（井藤 稔君） 前田議員、よろしいですか。

ほかにありませんか。

橋井議員。

○議員（3 番 橋井 満義君） 3 番、橋井です。3 点ほど確認をしておきたいと思います。まず

1 点目は、予算書14ページなんですけれども、また予算委員会の方で詳細はあると思いますが、

わからなかったのはですね、14ページで住宅使用料で519 万2,000 円ここで計上されております。

それらの細かい部分については説明資料ですね、200 と201 ページでしょうか、その前に162 ペ

ージがありますね。162 ページで財源説明で村営住宅使用料、一番下の方に書いてあります。18

9 万1,000 円、これは予算に計上されております。そして、もうすでにここの償還が始まってき

ますので、これらの村営住宅の建設費の部分を借金返していかないけませんので、地方債の償還

金で200 ページで村営住宅使用料が315 万6,000 円、そして201 ページで住宅使用料が14万4,00

0 円ということで、合わせて330 万の償還が始まってくるということであります。それでまあ、

わたしは一つ確認をしたいなと思ったのはこの519 万と、162 ページの189 万1,000 円とのその

齟齬の部分はどういうふうに理解をしたらいいのかなということを説明いただきたいと思います。

担当課長、わかりましたか。要するに、予算書と概要書の部分との数字の相違はどういうふうに

みたらいいのかなというふうにですね、ということそれが1 点目です。

それから予算書の20ページ、財産収入の貸付収入が入っております。567 万1,000 円、これに
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ついての、これはディティールの部分はまた委員会でいいんで、概要の部分だけでもご説明をい

ただきたいというふうに思います。

それからですね、これは予算の組み方についての、基本的な姿勢の部分をお伺いをしたいのは、

この概要書のたとえば133 ページの報償費、134 ページの報償費、136 ページの報償費、156 ペ

ージの役務費、159 ページの報償費、これらについては、本年度の要求は空欄状態で、査定時に

予算が記載されて予算を計上をされております。この予算の組み方というのは、この要求額が多

少なりとでもあった場合の云々で、というのが通常理解をするところなんですが、要求ゼロの白

紙の部分で、査定時に予算が付くというこのシステムは庁舎内においてはどのようなやり方で行

われて、予算付けをされておるのか、その基本的なスタンスはどのようなことなのかということ

をお伺いしたいです。以上3 点です。

○議長（井藤 稔君） 再度、議長の方からお願いしておきたいと思います。この本会議場での

答弁につきましては、議案質疑でございますので総括的、基本的な内容に留めていただきたいと

思います。そういうことで①番と②番、村営住宅の関係①番と、②番目の質問についは、かなり

個別的な内容だったと思いますので、これについては概略について答弁をお願いしたいと思いま

す。それから③番目の予算の組み方の絡みの質疑、これにつきましては答弁よろしくお願いした

いと思います。以上3 点、簡潔によろしくお願いします。

高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 橋井議員のご質問にお答えいたします。担当課ということではあり

ませんけれども、住宅の使用料については、まず、維持管理費ということで歳出全額に充てまし

て、償還がある場合はそちらに充ててもいいということで、財源として充てておりまして、滞繰

りの1 については今滞繰りがありませんので、滞納繰越が枠計上ということでそちらの方は財源

充当していないということで、ご理解いただきたいと思います。それから、財産収入については

大きなものでいいますと、イオン株式会社の関係等々ということで十何件の土地貸付収入につい

て計上しております。それから報償費等についてはですね、総括的にいいますとこの会計年度の

関係がありまして、たとえば報償費にするのか、委託にするのか、会計年度任用職員にするのか、

ということがありまして、要求時は上げていただいておりました。実際には最終的に報償費で何

回出られるとか、何時間出られるとかという単価ではないので、会計年度ではなくて報償費とい

うことで定めたものですので、こういう形で要求がない中での査定ということで、総務課の指導

によりましてそういう具合にさせていただきました。以上です。

○議長（井藤 稔君） 橋井議員。
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○議員（3 番 橋井 満義君） 理解をいたしました。個別につきましてはまた委員会の方で伺う

かもわかりませんので、その点はよろしくお願いいたします。

システムの組み立て方については会計年次の予算計上の在り方については、そういうことがあ

るということで理解を賜わりました。また、予算委員会時はよろしくお願い申し上げます。

○議長（井藤 稔君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１６ 議案第１７号

○議長（井藤 稔君） つづきまして、日程第16議案第17号令和2 年度鳥取県西伯郡日吉津村国

民健康保険事業勘定特別会計予算についてを議題といたします。

質疑は歳入歳出一括して行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１７ 議案第１８号

○議長（井藤 稔君） 日程第17、議案第18号令和2 年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療

特別会計予算についてを議題といたします。

質疑は歳入歳出一括して行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

・ ・

日程第１８ 議案第１９号

○議長（井藤 稔君） 日程第18、議案第19号令和2 年度日吉津村下水道事業会計予算について

を議題といたします。

質疑は歳入歳出一括して行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 質疑がないようですので質疑を終わります。

お諮りいたします。議案第16号、議案第17号、議案第18号、及び議案第19号については、議員

全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、審査を付託することにしたいと思います。これに
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ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 異議なしと認めます。したがって議案第16号、議案第17号、議案第18号

及び議案第19号は議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置し、審査を付託することに決定

しました。

お諮りします。ただ今設置されました予算審査特別委員会の委員長に松田悦郎議員、副委員長

に橋井満義議員を指名したいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） 異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会の委員長に松田悦

郎議員、副委員長は橋井満義議員に決定しました。

・ ・

日程第１９ 議案第２０号

○議長（井藤 稔君） 日程第19、議案第20号南部箕蚊屋広域連合規約の変更に関する協議につ

いてを議題といたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（井藤 稔君） ないようですから質疑を終わります。

・ ・

○議長（井藤 稔君） 以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。

本日はこれをもって散会をいたします。お疲れさまでした。

午前１１時２５分散会
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